
プロジェクトの概要
本拠点は大阪湾沿岸のプラごみが目に見えて減り、市民が率先し
てプラごみ問題に取組む社会の構築を目指す。大阪湾は閉鎖的
な海洋であり、海洋プラ問題を取り扱う絶好の研究ターゲットとなる
ため、本拠点は大阪湾をプラごみ対策事業のモデルとして取り上
げ、大阪湾プラごみゼロに必要な社会課題と技術課題をバックキャ
スト的に抽出し、その実践を地域の多様なステークホルダーが一体
となって取組む場とする。ごみひとつ無い大阪湾を取り戻すことに社
会全体が取組むことで市民のみならず、技術を担当する企業も一
緒にわくわくしながら取組む仕組みを作る。ごみを軸とした大阪湾流
域での循環共生圏の創設に向け、技術、政策、地域の共感と理
解の三つの柱を軸に地域共創による海洋プラごみの削減を目指
す。社会課題として海洋に出てしまったプラごみを無くす仕組みを構
築する。ボランティアが積極的に参加できる取組みをプラ排出企業
が支援するスキームを作り、プラごみ回収を通じて地域を活性化す
る。また、技術課題としてゼロエミッションを達成できるプラ完全資源
循環によるプラを循環させ、ごみを環境中に出さないプラ新リサイク
ル技術、バイオマスプラ製品成形技術、海洋生分解性プラ技術を
開発する。
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